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例

1．本書は兵庫県神戸市中央区中山手通5丁目2－15に所在する中山手西遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2．本遺跡は、調査当時、平成9年4月発行の神戸市埋蔵文化財分布図にもとづき中山手遺跡と呼称し

ていたが、その後の改訂に従い、中山手西遺跡と改称している。

3．調査は、災害対策棟整備事業に先立ち、兵庫県知事公室防災企画課の依頼を受けて、兵庫県教育委

員会が調査主体となって実施した。

4．調査は、平成9年度に確認調査（遺跡調査番号970202）を行い、翌平成10年度に本発掘調査（遺

跡調査番号980092）を実施した。整理作業は、平成16年度に兵庫県知事公室防災企画課からの依

頼にもとづいて行った。

5．現地での写真撮影は、調査担当者が行った。遺物写真撮影はタニグチフォト株式会社に委託して行っ

た。

6．図示した方位は、第20図を除いてすべて磁北を示し、水準はT．P．示す。

7．本書に使用した地図は国土地理院発行の1／25，000地形図「神戸主部」および神戸市発行の1／2，500

地形図「諏訪山」「三宮」の一部である。

8．本書の執筆は藤田が行い、編集は嘱託職員村上京子の協力を得て、藤田が行った。

9．本書に掲載した遺物・図面は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　魚住分館（明石市魚住町

清水字立合池の下630－1）で保管している。また、写真については同事務所（神戸市兵庫区荒田町

2－ト5）で保管している。
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第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経緯

平成7年1月17日午前5時46分に阪神・淡路地域を襲った大地震は、6，400人以上の死者、24，8000

棟を越える家屋被害を始め、大規模火災の発生、交通機関の途絶、ライフラインの寸断など、未曽有の

大惨事を引き起こした。

この阪神・淡路大震災を教訓として、各地で防災拠点が整備されてゆく中で、災害発生時の危機管理

とその対策にあたるための拠点的な施設の重要性と必要性が認識されるところとなった。そこで、全国

に先駆けて、いかなる災害に対しても堅牢で、災害対策本部機能を発揮できる専門庁舎である「災害対

策棟」の整備が計画された。その位置としては、中央区中山手通5丁目の元知事公舎跡地で、当時は更

地となって県庁来庁者用の駐車場などになっている場所が選ばれた。そこは、ちょうど県庁の北側にあ

たり、周辺には県警本部などの県関係施設が集中し、災害発生時には災害対策活動の要となる地域に位

置する。

当時、周辺の埋蔵文化財包蔵地としては、建設予定地の北東、中山手通4丁目に中世の中山手遺跡が

周知されていたが、それ以外は、周辺の市街地化が進んでいることから、十分な情報が無かった。そこ

で、兵庫県知事公室防災企画課からの依頼にもとづき、平成9年6月に事前の確認調査を実施した。

その結果、事業地の北半において中世を中心とする遺跡の存在が明らかとなり、平成10年6月～8

月に本発掘調査を実施した。

遺跡の名称については、調査当初、既知の「中

山手遺跡」が西方へ広がっているものとして、「中

山手遺跡」としていた。しかし、神戸市教育委員

会発行の『神戸市埋蔵文化財分布図』の改訂に倣

い「中山手西遺跡」と改称した。

第2節　調査と整理作業の経過

1．確認調査

調査担当者：復興調査第2班（主査）平田博幸

調査面積：30Id

調査期間：平成9年6月7日

事業予定地周辺は北から南に下がる緩斜面であ

り、さらに西から東へも緩やかに下がる。事業地

は3段の雛壇状に造成されており、中でも北に位　葦

置する上段と中段との段差は大きく、高さ2m以

上の石垣が組まれている。

－1－

第1図　遺跡の位置



調査は2×3mのグリッドを上段に3ヶ所（1～3グリッド）、中段と下段に各1ヶ所（4・5グリッ

ド）、計5ヶ所のグリッドを設けて行った。各グリッドとも遺物包含層までの盛土と整地層は重機を用

いて掘削し、遺物包含層以下は人力によって掘削し遺構面の調査を行った。

上段の1グリッドと3グリッドでは地表下1．8～1．9mに中世の遣物包含層があり、その直下で、ピッ

トや溝状の遺構を確認した。南側の2グリッドでは遺物、遺構ともまったく確認されなかった。中・下

段の4・5グリッドでは表土直下から従前の建物を解体した際の整地層が続き、それぞれ地表下2．05m、

1．3mでコンクリート土間となり、それ以下の掘削を行うことはできなかった。

この結果にもとづき、上段の北側を中心に本発掘調査を実施することとなった。

2．本発掘調査

調査担当者：復興調査斑（主査）平田博幸・（主査）藤田　淳

調査面積：475Id

調査期間：平成10年6月1日～8月6日

本発掘調査の対象地は3段にわたる事業地のうち最上段部分の全域であるが、隣接地との境界の安全

を確保する必要とグリッド2の調査結果から、北側を中心とする475Idについて調査を行うこととした。

掘削残土については、埋め戻しを行う必要から、調査区南側の中段部分に仮置きすることとしていた

が、掘削土が多く、すべてを置ききることができなくなった。さらに、防災企画課より、井戸の掘削工

事のため、北側部分の早期引き渡しの要望があったため、調査区を北区と南区に分割することとした。

両区とも、確認調査の結果にもとづき、遺物包含層までの約2mは安全勾配をつけながら機械掘削し、

その後は人力で精査と遺構の掘削を行った。

北区は調査が終了し、埋め戻しが完了した時点

で事業者と管理引継を行い、南区の調査へと移っ

た。南区の調査終了後、中段に仮置きした残土の

埋め戻しを行って、すべての調査を終了した。

頂

北区については、遺構掘削終了後、小型へリコ　ー一丁

ブタ一による空中写真撮影を行い、遺構の垂直全

景写真を撮るとともに、周辺の地形との関連性を

得た。

3．整理作業

整理作業は平成14年4月から開始した。

土器を中心に、接合・補強、実測、復元、写真

撮影、遺構図補正、トレース、レイアウトまでの

諸作業は8月中にはほぼ完了し、年度内に本報告

書を刊行した。また、金属器の保存処理も本年度

中に実施した。
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第2図　調査区位置図



第2章　中山手西遺跡の位置と歴史的環境

第1節　遺跡の位置

中山手西遺跡は、六甲山地の南麓、神戸市中央区中山手通5丁目に所在する。

六甲山地はその東北部に位置する六甲山（標高931m）を主峰とし、南西方向に向かって摩耶山（標

高698m）、再度山（標高469m）、高取山（標高328m）と次第に標高を下げ、西端の鉢伏山では200m

ほどの高さとなる。南麓には流出した土砂によって形成された平野部が広がっており、その境には阪神・

淡路大震災をもたらした活断層が走り、震源となった淡路島の野島断層へと続いている。平野部では、

生田川と石屋川の流域で扇状地が良く発達し、これより西の湊川・妙法寺川流域では扇状地の発達が悪

いため、標高が低く平坦な土地が広がっている。断層を境に、平野側には段丘化した扇状地が舌状に分

布しており、中山手西遺跡もそうした段丘の一つに立地している。

中山手西遺跡は、河川の流域で言えばちょうど生田川と湊川の中間に位置する。遺跡の少し背後には

諏訪山があり、扇状地の堆積物を供給したであろう再度谷川などの小河川が小さな谷を刻んでいるが、

いくつかは市街地に入るとその姿を隠している。遺跡は段丘の中程で、東端に寄った所に立地しており、

南に約300m下ると段丘崖に至り、急に標高を下げる。

西に目を向ければ、兵庫区平野町～荒田町にかけて別の段丘が存在する。二つの段丘は宇治川によっ

て開析された、比較的深い谷で分断されている。また、東へは徐々に高度を下げつつ、生田川まで平坦

な地形が続いている。
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第3図　神戸市域の地質図（神戸市教育委員会1989年『戎町遺跡第1次発掘調査概報』第56図を一部改変）
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第2節　歴史的環境

縄文時代

中山手西遺跡のある神戸市中央区では、旧石器時代の遺跡は知られていない。縄文時代では、早期の

段階から遺構を伴う遺跡が散見される。三宮駅の東側に広がる雲井遺跡では大川式・神宮寺式に伴う集

石遺構や土坑が発見されており、熊内遺跡の竪穴住居跡も早期初頭に遡る。宇治川南遺跡では早期～弥

生時代前期前半までの土器が流路内から出土し、祇園遺跡でも早期～前期の土器が出土している。前期

～中期は数少ないが、後晩期になると楠・荒田町遺跡で後期の土坑が発見され、大開遺跡や旧三ノ宮駅

構内遺跡、熊内遺跡などで土器の出土が見られるなど、弥生時代への胎動が感じられるようになる。

弥生時代

弥生時代になると生田川、湊川それぞれの流域で中核的な集落が成立する。生田川流域では、居住域

は未確認ながら前期～中期の周溝墓群が広範囲で発見されている雲井遺跡があり、後期中頃には二重環

濠をもつ熊内遺跡が成立する。湊川流域では、大開遺跡で竪穴住居跡、貯蔵穴、木棺墓などを含む前期

古段階の環濠集落が発見されている。楠木・荒田町遺跡では前期～後期の竪穴住居跡があり、前期では

多数の貯蔵穴が、中期には方形周溝墓群が伴う。掘立柱建物9棟もこれらとは離れた地点で発見されて

いる。また、祇園遺跡で発見された後期～古墳時代前期の竪穴住居跡は、熊内遺跡のような環濠で区画

されている可能性が指摘されている。祇園遺跡と同時期の集落は兵庫松本遺跡にも見られ、竪穴住居跡

や掘立柱建物、土坑が発見されている。

これらの低地に立地する集落に対して、六甲山から延びる丘陵上には布引丸山遺跡、祇園神社裏山遺

跡、天王山遺跡などのいわゆる「高地性集落」が立地している。昭和初年に小林行雄が発見した布引丸

山遺跡は標高140mの独立丘陵上にあり、凹線文を多用した中期後半の土器が発見されている。

古墳時代

前期古墳では標高約110mの丘陵先端に立地する夢野丸山古墳がよく知られており、竪穴式石室から

重列式神獣鏡や鋼鉄、鉄鉄、直刀、剣が出土している。湊川、生田川流域では今のところ中期古墳は知

られていないが、横穴式石室を主体部とする後期の古墳では、唯一、中宮黄金塚古墳が善照寺の敷地内

に現存している。すでに消滅した古墳では中宮古墳が大正年間に発掘され、石室内から多数の副葬品が

出土したと伝えられている。また、生田川沿いには生田町古墳群が存在した。

古墳時代の集落遺跡は、弥生時代に比べ調査例も少なく、長田区の旧刈藻川流域に見られるような盛

行化は今のところ確認できない。熊内遺跡では弥生時代後期の環濠集落に続いて前期の竪穴住居跡、後

期の木棺墓・土坑墓が発見されている。中期末～後期の遺跡としては、生田遺跡で多数の竪穴住居跡と

有力豪族の倉庫群と推定されている掘立柱建物が発見されており、消滅した生田古墳群との関連性が想

定される。また、下山手遺跡の掘立柱建物は、弥生時代後期～古墳時代後期で時期を限定しえない。

古　代

飛鳥時代では、二宮遺跡で竪穴住居跡、掘立柱建物、鍛冶関連遺構が発見されている。奈良時代では、

旧三ノ宮駅構内遺跡で掘立柱建物や内部に木組み構造物をもつ土坑が発見され、須恵器の稜椀も出土し

ている。また、奈良時代後半の遺物が多量に出土した土坑もある。奈良時代の土器がまとまって出土し

た土坑は楠・荒田町遺跡でも発見されている。旧三ノ宮駅構内遺跡は、元町通り商店街通りに推定され

ている古代山陽道との関係が考えられる遺跡である。
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第4図　周辺の遺跡（●は古墳）

第1表　周辺の遺跡一覧

N o 遺　 跡　 名 No 遺　 跡　 名 No 遺　 跡　 名 No 遺　 跡　 名

1 滝　　　 山　　　 城 11 古　　　　　　　 墳 21 下　　　 山　　　 手 31 夢 野 丸　 山 古 墳

2 布　 引　 丸　 山 12 花 隈 城 向 城 跡 22 元　　　　　　　　 町 32 菊　　　 水　　　 町

3 能　　　　　　　 内 13 生　　　　　　　 田 23 東　 川　 崎　 町 33 楠 ・ 荒　 田　 町

4 生　 田　 町 古 墳 群 14 中　　　 山　　　 手 24 下　 山　 手　 北 34 福　　　　　　　 原

5 宮　　　 東 15 花　 隈　 城　 跡 25 宇　 治　 川　 南 35 東　　　　　　　 山

6 宮 16 旧 三 ノ 宮 駅 構 内 26 祇 園 神 社 裏　 山 36 兵　 庫　 松　 本

7 雲　　　　　　　 井 17 中　　 山　 手　 西 27 天　　　 王　　　 谷 37 湊　　　　　　　 川

8 機　　　　　　　 上 18 中 宮 古 墳 （消 滅 ） 28 祇　　　　　　　 園 38 大　　　　　　　 開

9 三　 本　 松　 古　 墳 19 中 宮 黄 金 塚 古 墳 29 古　　　　　　　 墳 39 塚　　　　　　　 本

10 古　　　　　　　 墳 20 北　　　 長　　　 狭 30 雪　　　 御　　　 所 40 丘　　　 庫　　　 津
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その後、平安時代中頃までの遺跡はあまり知られていないが、平安時代も終わりに近づくと、この地

域が俄に日本の政治の中心として歴史の表舞台に登場することとなる。即ち、平清盛による日宋貿易の

拠点としての「大輪田泊」の改修、平家一門の別邸の建設、そして、源平の争乱の中で強行された治承

四年（1180）の福原遷都である。ただ、こうした歴史的事実が記録されているにもかかわらず、これを

裏付ける考古学的な知見はほとんど得られていなかった。

それが、近年の発掘調査で㌣ようやく平家一門の足跡をたどることができるようになってきた。楠・

荒田町遺跡の神戸大学附属病院内の調査では、大型掘立柱建物と二重堀が、その北に位置する祇園遺跡

では園池を伴う庭園跡が発見され、ともに平氏一門に関連する邸宅などの遺構と考えられている。しか

し、平清盛が改修した大輪田泊や福原京の位置については、いまだ確定するに至っていない。

中　世

平氏滅亡によって改修が中断した大輪田泊は、鎌倉時代の僧、重源によって再び改修される。周辺に

は町屋が形成され、港湾都市「兵庫津」として発達してゆく。この町屋については、震災後の発掘調査

によってようやく範囲や地割り、建造物などの実体が明らかなりつつある。

兵庫津をとりまく鎌倉～室町時代の集落は、二宮遺跡、元町遺跡、旧三ノ宮駅構内遺跡、楠・荒田町

遺跡、大開遺跡などで掘立柱建物、井戸、堀などの遺構が発見されている。しかし、調査範囲も狭く断

片的な情報しか得られていない。

また、この地域は南北朝期や応仁の乱では再三、戦火の舞台ともなった。新神戸駅背後の城山に築か

れた滝山城は、天正7年（1579）に信長により落城されるまで、赤松氏、松永秀久などを城主とし、い

くたびかの戦火にまみれた。戦国期末に荒木村重が築城した花隈城跡は、村重の謀反により短期間で廃

城とされた。
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第3章　調査の成果

第1節　概　要

中山手西遺跡では、遺構・遺物とも全般に希薄であったが、主に平安時代末～鎌倉時代前半と奈良時

代の遺構の広がりが明らかとなった。当時の遺構面は、明治以降の大規模な盛土によって2m近く埋め

立てられ、現在は平坦化されているが、鎌倉時代以前には中央を南北に走る自然流路（SDO2）を境

に、東側には地盤の安定した微高地（東微高地）が形成されている。西側も最終的には微高地状の平坦

地となっているものの（西微高地）、東微高地に比べて10cmばかり低く、かつては河川の影響を受けや

すい谷状地形、あるいは旧河道だったものが、埋没して平坦化したものであることが判明した。中央の

自然流路は西微高地の形成後も残り、終戦後には一時的に聞知石を積んでレンガを敷いた水路が構築さ

れた。また、東徴高地の南側は、段差をもって1mほど低くなっている。

東微高地上には散漫ながら柱穴と溝（SDO3・04）が発見されており、中世集落の南西端を捉え

たと考えている。

第5図　遺構配置図（アミ部は撹乱）
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西微高地上では土坑状（SKO1－03）あるいは溝状の遺構（SDO5）が発見されたが、居住を

示すような遺構は認められなかった。その下層には土壌化したシルト層が分布しており、土層の断面観

察により水田の存在を推定した。微高地の南西隅では、奈良時代の小さな自然流路（SDOl）も発見

されている。出土した土器には、細片化やローリングが認められないことから、近在に奈良時代の遺跡

が存在すると考えられる。

また、東微高地南側の一段下がったところでは、近世の井戸（SEOl）と畝状遺構、石垣を伴う水

路（SDO6）が発見された。これらは江戸時代中頃以降、市街地化が始まる明治中頃まで、周辺一帯

に農地が広がっていた状況を示している。

第2節　層　序

調査区は深度が2m以上あり、調査区中央の水路を挟んで土層の堆積状況は異なっている。細かく見

れば多くの堆積層に細分できるものの、基本的にはI層～Ⅵ層の6つに大別してとらえることが可能で

ある。I層とⅡ層は、市街地化に伴う大規模な整地土層であるが、東西で堆積状況が異なるため区別し

た。その下のⅢ層は市街地化前に広がっていた耕地の土壌層である。明治14年に作成された日本都市

地図（第20図左）を見ると、下山手通りの北側一帯には水田が広がっており、市街地化が進むのは明

治中頃以降のことであろう。Ⅴ層とⅥ層は、それぞれ西と東の徴高地を形成する土層で、東微高地には

Ⅲ層とⅥ層の間に遣物包含層（Ⅳ層）が認められる。

次に、もう少し詳しく各層の堆積状況を見てみよう。

I層（I a層～I o層）・Il層（Ⅱa層～Ⅱi層）

明治中頃以降の埋め立てに伴う整地土や撹乱層

で、2m前後の厚さがある。標高32m付近で全

体がほぼ水平に均されており、水路の東側では、

第2次世界大戦の空襲によると考えられる焼土や

炭を多量に含む層（Ⅱb層）が15cm前後の厚さ

で広がっている。中央を走る水路は、この焼土を

切って石組みが構築され、レンガが敷設されてお

り、戦後に設けられたものであることが知れる（写

真1）。焼土を伴う整地層が水路の東側にだけ認

められることから、戦前には、西側にまだ耕地が

残されていたのかもしれない。とすれば、洪水性

堆積物と考えられるI d層～I h層は、昭和13

年の阪神大水害時に流入した可能性がある。西微

高地側を東微高地側と同じ高さにしたI j層～I

o層およびI b層は、戦後の水路築造に伴う大規

模な埋め立てを示すものであろう。

Ⅱ層（Ⅲa層～Ⅱe層）

市街地化前の旧耕作土（Ⅲa層）とその床土層 写真1　聞知石積み水路断面（調査区南壁）
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【西微高地側】

la　整地層　　白色シルトなど
Ib　整地層　真砂土など

Ic　整地層　炭混じり土
Id　　　　　　5Y5／2　灰オリーブ　シルト質細砂（租砂含む）

le　　　　　　2．5Y7／8　黄　シルト混じり粗砂～中礫
l†　　　　　5Y5／2　灰オリーブ　シルト混じり粗砂～細砂

Ig　洪水砂層10YR5／3　にぷい黄褐　中砂～細礫
Ih　　　　　　2．5Y5／2　暗灰黄　シルト質粗砂～中砂

Il　整地層　10YR5／6　黄褐　シルト質中砂～粗砂

り　整地層　真砂土
Ik　整地層
II　整地層　下部に煉瓦を含む
Im　整地層　炭と煉瓦を含む

ln　整地層　2．5Y6／2　灰黄　シルト混じり中砂～細礫

】0　整地層　2．5Y6／3　にぷい黄　シルト質中砂～細砂（炭・白色ブロック混じる）

‖a　旧耕土層　2．5Y5／1黄灰　シルト質中砂～細礫
‖b　旧耕土層　7．5YR5／8　明褐　シルト質中砂～細礫（Fe203）
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Va　5Y6！3　　オリーブ黄　シルト混じり粗砂～細礫
Vb　2．5Y6／3　にぷい黄　細砂～細礫（Fe203）
Vc　2．5Y5／2　暗灰黄　細砂～細礫

VdlOYR5／1褐灰　シルト質中砂～細砂（締まり良い、上面にFe203）
Ve　5Y5／1　　灰　シルト混じり細砂（粗砂・中砂混じり、上面にFe203、北へ細砂に変化）
Vf　7．5YR3／1黒褐　シルト混じり租砂

Vg　7．5YR6／1褐灰　細砂と極粗砂のラミナ
Vh　2．5Y5／1　黄灰　シルト質細砂～細礫（上面にFe203）
Vi　5YRl．7／1黒　シルト（上面に足跡状の窪み）

Vj lOYR4／1
Vk　5Y5／2

V12．5Y3／1

VmlOYR4／2

Vn lOYR4／1

Vo　2．5Y5／2

Vp　2．5Y5／2

Vq　2．5Y5／1
Vr lOYR5／2

褐灰　シルト質中砂～細礫

灰オリーブ　シルト混じり細砂～細礫（下部ほど粒径大）
黒褐　シルト質細砂～粗砂
灰黄褐　シルト質細砂～中礫
褐灰　シルト混じり粗砂～中礫

淡灰黄　シルト混じり粗砂～細礫
淡灰黄　シルト混じり粗砂～細礫（50よりやや暗い）
黄灰　シルト質細砂（中世の土器を含む）
灰黄　シルト質中砂～租砂（紙礫混じり）

第6回　土層断面図

llb　整地層　　　焼土・炭
IIc　整地層　　　2．5Y4！3

11d　整地層　　　2．5Y8／6
日e　整地層　　10YR4／4
日　　　　　　　　10YR5／3

Ilg　整地層　　2．5Y5／3
11h　　　　　　　　　5Y6／3

用　　　　　　　　　2．5Y6／2

‖a　旧耕土層　　2．5Y5／1

日b　旧床土層　　7．5YR5／8
日C　土手盛土層　5Y6／2
日d　土手盛土層　2．5Y5／3

日e　旧耕土層　　5Y5／2

lVa　遺物包含層　2．5Y5／3
IVb　遺物包含層　2．5Y5／2

オリーブ褐　シルト混じり粗砂～中砂
黄　砂礫（真砂土）
褐　シルト混じり租砂～極粗砂

にぷい黄褐　中砂～中礫（若干シルト質）
黄褐　細砂～細礫（3a・3b・4a・4b層がブロック状に混じる）
オリーブ　シルト混じり中砂～組砂（細礫含む）

灰黄　シルト混じり中砂～細礫（褐色土のブロック含む）

黄灰　シルト質中砂～細礫
明褐　シルト質中砂～細礫（Fe203）
灰オリーブ　シルト混じり粗砂・中砂

暗灰黄　中砂細砂質シルト（上面に砂礫を薄く帯状に挟む）
灰オリーブ　シルト混じり粗砂～中砂

黄褐　シルト質中砂～細砂（粗砂～細礫混じり）
暗灰黄　シルト質中砂～細砂（租砂～細礫混じり）

Vla　　　　　　　7．5YR4／l　褐灰　シルト混じり粗砂～中砂（上面が遺構面）
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（Ⅲb層）を主とし、層厚は約20cmである。旧耕作土上面の標高は東微高地側で約31．5m、西微高地側

で31．4m前後であるが、一段低い南東隅では約30．2mとなる。

Ⅳ層（Ⅳa層・Ⅳb層）

暗灰黄色あるいは黄褐色の遺物包含層で15cm前後の層厚がある。東微高地上にのみ広がり、西微高

地側や南東隅の一段下がった部分には形成されていない。中世を主とする遺物を含むが、量は少なく、

細片化している。

Ⅴ層（Va層～Vr層）

西微高地を構成する層であり、上面が中世の遺構面となる。土坑や溝状の遺構を検出しているが、遺

構密度は極めて低く、撹乱と区別しがたいものがある。Ⅴ層は、シルト混じり、あるいはシルト質の砂

層や砂礫層、シル下層などで構成され、全般に締まりが弱い。北壁の断面をみると自然流路に向かって

右下がりの傾斜をもって堆積していることがうかがえ、西壁では中央が窪み流路状に堆積している状況

も認められる（Va層～Vd層、Vi層）。したがって、Ⅴ層は旧河道内あるいは谷状地形の中の堆積

物とみなすことができる。その最終段階の流れが調査区中央に残された自然流路（SDO2）なのであ

ろう。この自然流路沿いには、中世の遺物を多く含む暗褐色のシルト質土層が認められるところがあり、

一部は遺構として報告している（SKO3）。

西壁北半に見られる黒色シル下層（Vi層）の上面には深さ10cmほどの小さな窪みが連続するとこ

ろがあり、足跡による窪みである可能性がある。Vi層は土壌化していると判断され、水田の存在を示

すものと考えられる。奈良時代の土器が出土したSDOlはこの層よりも上位にあり、水田とすれば奈

良時代以前に位置づけられる。しかし、平面的に20－30Idの狭い広がりをみせるに過ぎないことや、

畦畔と考えられる隆起が確認できなかったため、断面での観察にとどめた。

Ⅵ層

東微高地の最上部に堆積した層である。褐灰色のシルト混じり砂層で、固く締まっており安定した地

盤が形成されている。上面の標高は約31．2mで、北から南に向かってわずかに下がるもののほぼ平坦

である。中世の遺構面となっており、柱穴や溝はこの層の上面から掘り込まれているが、層中からは遺

物は出土していない。

以上から、遺跡の微地形を復元すると、遺跡は段丘化した扇状地上に立地するものの、その中にも微

起伏があったことがわかる。低いところは河道あるいは小規模な流路が刻まれ、高いところは中州状の

高まりとなって残されていたのであろう。調査区西半はやや低い部分であったため、洪水等によりしば

しば上流から土砂が運ばれ、次第に微高地状を呈するようになっていったが、居住地なることはなかっ

たようである。北東部は微高地として安定していたため、中世には居住域として利用された。

第3節　奈良時代の遺構と遺物

1．遺　構

奈良時代の遺構としては、流路1条（SDOl）のみである。遺構の状況から自然流路と考えている。

S DOl

Vk層（層厚約10cm）の直下で発見され、調査区の南西隅を斜めに走向する。大部分は調査区の周

一11－



園に巡らせた側溝の中に収まり、調査し得た延長

は2．4m、幅40－80cm、深さ約10cmである。

上流側から下流側に向かって開き、深さも浅いこ

とから、自然流路であると考えられる。埋土は灰

オリーブ色の細砂～細礫で、奈良時代中頃の須恵

器や土師器がまとまって出土した。須恵器の蓋や

土師器の杯には残存率の高いものが含まれ、顕著

なローリングが認められない。上流側の近いとこ

ろに奈良時代の遺跡が存在すると考えられる。 写真2　SDOl遺物出土状況（北から）

2．遺　物

SDOl出土遣物（第7図1－9）

須恵器杯B蓋と土師器杯A、嚢が出土している。

須恵器杯B蓋（1・2）は、平坦な頂部に扇平なつまみが付き、頂部と平坦部の境はやや屈曲してい

る。頂部外面は回転へラケズリし、内面は不定方向のナデを施す。

土師器杯A（3～6）は、いずれも口径14cm前後、高さ3～3．5cmでほぼ法量が等しい。3は底部

が丸みをもち、口縁端部をそのまま丸く納める。4～6は底部の平坦化がみられるものの、口緑部との

境は不明瞭である。ロ縁端部は内側に沈線を巡らせ、巻き込んだ様に見せている。調整は残りが悪く不

明であるが、底部はいずれもへラケズリを行わず、無調整である。

土師器聾（7－9）では、7と8は長胴の体部から鋭く屈曲して口緑部が開き、端部を上につまみ上

げる。9はロ縁部がやや直立気味に立ち上がる。3点とも口縁部内面のヨコパケが良く残り、体部外面

にもパケを施す。

二「－＿‾…「‾

‾「二二　「二一丁　「二二二

20cm

ナ

第7図　SDOl出土遺物
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第4節　中世の遺構と遺物

1．遺　構

中世の遺構には、調査区の中央を走る自然流路（SDO2）、西微高地上で発見された土坑（SK

O1－03）と溝（SDO3）、東微高地上で発見された柱穴と溝（SDO4・05）がある。

S DO2

調査区のほぼ中央を北から南に流れていた流路である。最下層あるいは西肩部からは東微高地の柱穴

や遺物包含層から出土したものと同時期の遺物が包含されている（24－37）ため、両者の同時性が知

れる。流路の大半は、第2次大戦後に築かれた聞知石積みの水路によって破壊されているが、このこと

から、現代に至るまで水路として稼働していたことがうかがえる。

西微高地の遺構

SKOl（第8図）

西微高地の北西付近にあり、同様な規模のSK02と並ぶ。径85－90cm、深さ20cmのやや歪な円

形土坑である。底面は平坦で埋土は3層に分かれる。わずかながら中世の遺物が出土している。

SKO2（第8図）

調査時のトレンチによって南半が失われているが、径90cm前後、深さ約25cmの円形土坑に復元され

る。底面はやや凹凸があり、埋土は2層に分かれる。わずかながら中世の遺物が出土している（10）。

SKO3（第8図）

調査区の中央、西微高地の東緑にある南北5m、東西1．6m、深さ約60cmの土坑である。断面を見ると、

SD02の埋土とした3層が、溝の中央に向かって砂礫層に漸変しているのに対し、褐灰色のシルト質砂～

砂礫層である2層は、途中で立ち上がりをもっている。平面的な形状と土層の堆積状況からSD02とは独

立した遺構と判断した。しかし、調査区の北壁付近あるいはSK03の南側でも、SD02の西肩付近には

遺物を含む褐灰色土の分布する傾向があり、SD02の堆積の一部と考えたほうが妥当かもしれない。

遺物は、13世紀代を中心とする土器が比較的まとまって出土している（11－13）。

SDO3（第8図）

西微高地の東縁から少し内側を、SD07に沿って直線的に走向する溝である。北端は撹乱に当たり、

その先へは延びておらず、南端はSK03によって切られている。幅約75cm、深さ約25cmの小規模

な溝である。埋土からはわずかながら中世の土器が出土している（14～17）。

東微高地の遺構

柱穴

東微高地上に10数基が散在する。柱穴の径は20～25cm、深さは20～30cmほどであるが、最も深

いものは40cmを越える。埋土内からは中世土器の小片がわずかに出土したのみである。調査範囲が狭

いため、掘立柱建物を復元するまでには至っていないが、周辺地形から推察して、調査区の北東隅から

その北側に掘立柱建物群が展開していることは十分に考えられる。

SDO4（第11図）

東微高地の南辺際を走る東西方向の溝である。南肩は削平されているが、本来は微高地の周縁に巡ら

されていたものと考えられる。幅約80cm、深さ約15cmあり、埋土は灰褐色のシルト混じり租砂～中砂

－13－



SKOl

l lOYR5！2　灰黄褐
2　7．5YR4／2　灰褐
3　10YR6！2　灰黄褐

シルト混じり粗砂～中砂
シルト質粗砂～中砂

シルト混じり粗砂～中砂

SKO3

110YR5／1褐灰　シルト混じり粗砂～細礫
2　10YR4／1褐灰　シルト質粗砂～細礫
3　　2．5Y7／2　灰黄　シルト質細砂（左へシルト

混じり砂礫に変化）
【sDO2埋土】

ダ

SKO2

1　2．5Y6／2　灰黄　シルト質中砂～細砂（粗砂混じる）
2　10YR5／1褐灰　シルト質中砂～細砂（粗砂混じる）

31．2m

SDO3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

4　　2．5Y6／3　にぷい黄　シルト混じり粗砂～細礫
5　　5Y6／2　オリーブ黄　シルト混じり細砂～細礫（3より礫多い）
6　　2．5Y5／2　暗灰黄　　シルト質細砂～粗砂（細礫混じる）

7　10YR3／2　黒褐　　　シルト質粗砂～細礫

第8図　SKOl～03、SDO3

である。東端は調査区外へ続き、西端は聞知石積みの水路によって破壊されている。埋土内から13世

紀代の須恵器や土師器とともに、青白磁の合子などが出土した（18－23）。

SDO5（第11図）

束微高地の南辺から少し下がった高さのところを、SD04と併行して東西方向に走向する溝である。

幅約50cm、深さ約20cmを測り、埋土はにぷい黄色の細砂～細磯である。

2．遺　物

溝や土坑などから出土した遺物は、小片が中心で量も多くはないが、時期が判るものは12世紀後半

～13世紀代に収まる。

SKO2出土遣物（第9図10）
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土師器皿（10）が出土している。手捏ね成形の浅い皿で、いわゆる「て」字状口縁をもつ。

SKO3出土遣物（第9図11－13）

須恵器椀、鉢、土師器羽釜が出土している。

須恵器椀（11）は、やや不明瞭ながら見込みに窪みが残り、糸切り底の底部円盤の上に粘土紐を積

み上げたものと思われる。体部は内攣して立ち上がる。

須恵器鉢（12）は、体部内面と口緑端面がほぼ直角で、端部はやや肥厚している。11と12は、12

世紀前半の東播産の製品である。

土師器羽釜（13）は、口縁部の立ち上がりが短く内傾し、鍔部の張り出しは短く水平気味に延びる。

体部内面の調整はイタナデで、口縁部外面はパケを施すが、ユビオサエの跡も残る。胎土には租い砂粒

を多く含む。

SDO3出土遣物（第9図14－17）

土師器皿と須恵器椀が出土している。

土師器皿（14～16）は、手捏ね成形で、口径9cm弱のもの（14・15）と11cmほどのもの（16）が

ある。

須恵器椀の口縁部片（17）は、小片のため傾きや径は不正確である。

SDO4出土遣物（第9図18～23）

土師器皿、瓦器椀、須恵器椀、土師器鍋、瓦質鍋、青白磁合子の身が出土している。

土師器皿（18）は、手捏ね成形で口径9cm強のものである。

し　　　　　　　　　　　　　　　1

10

5

⊂二］」＝＝ゴク14　∈三二「‾‾云ク16

⊂二二］　15

云ク18

厩露頭［⊇り
第9図　SKO2・03、SDO3・04出土遺物
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瓦器椀（19）と須恵器椀（20）は口緑部の小片である。

土師器鍋（21）は、口緑部付近の小片で、体部外面はタタキ、日録部内面はパケで調整する。

瓦質足鍋の脚部（22）はユビオサエで成形している。

青白磁合子の身（23）は、側面には30弁の花弁を刻む。底部はわずかに内反りし、体部は少し外に

開いて立ち上がる。粕薬は側面上部と内面の全面にかけられており、側面は下方まで粕薬が及んでいる。

13世紀中頃～後半の華南産の製品で、あまり質の良いものではない。

SDO2出土遣物（第10図24－37）

西肩付近の砂礫層中から出土したものが大半で、土師器皿、羽釜、瓦質鍋、瓦器椀、須恵器椀、白磁

碗、黒色土器椀がある。

土師器皿（24～27）は、手控ね成形で口径8－9cmのものである。24は底部にユビオサエの跡が残

るが、他はナデで仕上げている。

土師器鍋（28）は、鋭く外反する短い口縁部をもつ。

土師器羽釜（29）は、口縁部が高く、攣曲気味に内傾する。内面はパケで仕上げる。鉄製羽釜を写

した形態で、13世紀代のものと思われる。

栄l‥‥＿、＞

＼＝］⊥′

∴　野／

lll．．；　　　l l

第10図　SDO2出土遺物
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第11図　SDO4～06

－17－



須恵器椀（30・31）は、見込みに若干の窪みが残る。30の体部は斜め外方に伸びる。SKO3出土

の11と同じく、12世紀前半に位置づけられる。

瓦器椀（33－37）は、器高が低く高台の断面形が低い三角形状のもの（33～35）と、高台が長め

で外開きとなるもの（37）がある。33は34－36よりも器高が少し高く、高台の形態も台形の趣を残す。

外面は口緑部近くまで指頭圧痕が及び、内面のヘラミガキは隙間が目立つ。見込みには斜格子の暗文を

施す。34・35は口緑部外面から体部の中程までをヨコナデし、下半は指頭庄痕が残る。内面のへラミ

ガキは疎らで、見込みには連結輪状（34）や斜格子（35）の暗文を施す。これらの瓦器碗のうち、34

－36は高台が退化し器高も低平化しており、13世紀中頃以降に位置づけられよう。33はこれらより少

し古く、12世紀後半と考えられる。

白磁椀（32）は、玉線状に肥厚した口緑部の小片で、内外面とも灰白色の粕薬がかけられている。

横田・森田分類による白磁椀Ⅳ類に相当する。

第5節　近世以降の遺構と遺物

1．遺　構

東微高地南側の一段低くなったところからは、石垣を伴う溝（SDO6）、畝状遺構、井戸（SE

Ol）が発見された。これらは、18世紀後半頃から周辺の市街地化が進む明治中頃までの状況を示す

ものである。また、調査区の南西隅では明治期と考えられる伏せ鉢遺構が発見された。

SDO6（第11図）

東微高地の裾に沿って弧を描いて石垣が築かれ、その南側に築かれた土手状の高まりと対をなして、

幅70cm、深さ40cmほどの溝となる。東端は調査区外に延び、西端はSD02に取り付いて取水してい

たものと思われるが、聞知石積みの水路を構築する際に破壊されている。溝の埋土は灰黄色の中細砂質

シルトである。

石垣は一抱えくらいある大きな石から、小さなものでは拳大の自然石を用い、二一三段程度に構築さ

れている。石の積み方は乱雑ではあるが、大きな石を1段目に置き、上に乗せる石は小さめの石が用い

られている。1段目の石では長辺を溝の内側に向けて配置するのに対して、2段目や3段目の石は小口

を溝の内側に向けて積み上げる傾向が見て取れる。裏込めは、石のすぐ近くには小石を詰め、全体を砂

写真3　SDO6石垣検出作業（南西から）　　　写真4　SDO6石垣裏込め断面（東から）
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質シルトで埋めている。

石垣の向かい側に設けられた土手は、土を盛り上げて高さ約50cmの台形に構築されており、その裾

部にも石が幾つか置かれたり埋め込まれたりしている。石垣のように並べたり積み上げたりした状況で

はないものの、多少なりとも土手の保護を意図して配されたものであろう。

石垣の裏込めや構内からは、中世の土器とともに18世紀後半の染付け磁器などが出土している（40・

41）。

畝状遺構（第12図）

石垣を伴う溝の南城に広がっており、その南西隅のごくわずかな範囲を調査したに過ぎない。表土が

土壌化しているとともに、幅20cm、深さ5－10cmほどの溝に区切られることによって、幅50－70cm

第12図　SEOl、畝状遺構
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程度の畝状の高まりが3列形成されている。その東側は幅の狭い高まりが一つあるものの、畝状の高ま

りは形成されていない。遺物は出土していないが、土層の堆積状況から石垣よりも一時期新しい遺構で

あると考えられる。

SEOl（第13図）

畝状遺構の北西隅に構築された石積みの円形井戸である。人頭大より少し大きめの自然石を長径約

90cm、短径約70cmの楕円形に積み上げている。石積みの上辺は、後世の撹乱によりかなり崩壊した状

況にあるが、最上段の石では、細長い石を放射状に配している状況が見て取れる。

畝状遺構を覆う土層と同一の土層によって覆われていることと、畝状遺構との位置関係から、畝状遺

構と同時に使用されていた井戸であると考えられる。したがって、農業用の野井戸であろう。

井戸内の掘削は、約60cm掘り下げた段階で湧水し、危険を伴うそれ以下の掘削は中止した。したがっ

30．5m

・∴、－．、、、∴

0

第13図　SEOl



て、出土遺物はわずかであるが、掘り方などか

ら18世紀後半の染付け磁器や瓦が出土してい

る（38・39）。

伏せ鉢遺構（第14図）

調査区の南西隅に存在する。底部を穿孔した

高さ約15cmの鉢（43）を逆さまに置いた遺構

である。側溝を掘削する際に、Vk層中から発

見しており、掘り方は確認できなかった。逆さ

まに設置された鉢の底部はVk層上面よりわず 写真5　伏せ鉢遺構調査状況

かに低い高さにあり、遺構の底には掘り方の底

と思われる浅い窪みも認められたことから、本来は旧耕土層であるⅢa層上面あたりから掘り込まれた

ものと思われる。

鉢の内側には拳大より少し大きい程度の自然石が数段に積み上げられ、鉢と石の間からは素焼きの土

器の破片（42）が飛び出していた。石は鉢の外側にもあるが、元は内に積まれていたものが滑り出たの

であろう。

鉢には小さな足が三つ付いており、底部には焼成後の穿孔がある。出土時にはこの孔を中心に三つに

割れており、その際に生じたと考えられる破片が内側から見つかっている。その中には穿孔部分の破片

は含まれておらず、あらかじめ穿孔されていたことが分かる。

底部を穿孔した陶器を逆さまにして地中に埋めた遺構としては、まず、水琴窟が思い浮かぶ。水琴窟

は、伊丹郷町遺跡や明石城武家屋敷跡などで報告されており、近世の屋敷地内に設けられた風雅な造作

である。伊丹郷町遺跡や明石城武家屋敷跡では、高さ60～70cm程の陶器製賓を用いる例が多く、手水

を利用して音響を楽しむことから、敷地内に設けられるのが通例である。

これに対して、伏せ鉢遺構は鉢の高さが20cmに足らず、屋敷内のような場所に設けられているわけ

ではない。したがって、これを水琴窟である断定するのは躊躇される。

第14図　伏せ鉢遺構
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2．遺　物

SEOl出土遺物（第15図38・39）

磁器椀と瓦が出土している。

磁器碗（38）は、染付け碗の底部で、内外面とも一条の界線が措かれる。高台の内側は露胎し、中

央が削り残されて小さく盛り上がる。18世紀後半の肥前系波佐見産の租製品である。

瓦（39）は、厚さ1．5cmの平瓦で、黄土色の煉瓦風に焼成されている。

SDO6出土遺物（第15図40・41）

石垣の裏込め土から磁器碗と陶器嚢が出土している。

磁器碗（40）は、外面にこんにゃく印判で施文される。18世紀前半を上限とする肥前系波佐見産の

租製品である。

陶器嚢（41）は、口縁部を折り返して密着させている。15世紀前半の常滑の製品と考えられる。

伏せ鉢遺構出土遺物（第15図42・43）

陶器鉢と蛸壷と思われる土師器が出土している。

土師器壷（42）は、円筒形の口緑部破片で、粘土紐の積み上げ痕が明瞭に残る。筒状を呈すること

から蛸壷の可能性がある。

陶器鉢（43）は、型抜き技法で製作された小型の水鉢である。外面に袋状の筋をつくり、水平に開

く口緑部の端面中央を深い沈線で上下に分け、下半は連続して押し窪める。底部には小孔を穿った楕円

形の粘土板を3枚貼り付け短い脚とし、内面には小判形の窪みがある。内外面とも赤土部を塗布してお

り、幕末～明治期の丹波産陶器の可能性がある。

＼∈童♂。8

二⊂二二二二ユニー
39
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第15図　SEOl、SDO6、伏せ鉢遺構出土遺物

－22－



第6節　包含層出土の遺物

包含層からは、中世を中心に古墳時代や奈良時代の土器の他、石器や金属器が出土している。遺物量

は少なく、図化できるものはわずかである。

土器・土製晶

土師器皿には、底部を回転糸切りしたもの（44）と手淫ねで「て」字状口縁をもつもの（45）がある。

前者は12世紀後半、後者は12世紀代の時期が考えられる。

須恵器椀（46）は口縁部～体部にかけての破片である。

土師器嚢（47－49）は、口緑部が「く」字状に屈曲する。47の外面と49の内外面はパケで調整さ

れる。

土師器羽釜（50・51）は、大小がある。50は径20cm弱で、口緑部の直下に断面方形で厚手の鍔が

巡る。砲弾形の体部を呈した摂津～播磨地域に分布する形態であろう。51は口径が30cmを越え、体部

から口縁部にかけて直立する。鍔は削り取られたように摩滅している。胎土に租い砂粒を多く含む。

須恵器鉢（52）は、口緑部が上下に拡張するもので、14世紀前半に位置づけられる。

瓦器椀（53）は、器高が低く、内面のヘラミガキも疎らなものである。外面には指頭庄痕が残る。

44

誓＝T三毛

フ6

⊂≡≡≡］　指

「一「「1当 ノ

、亡二二壷四球54
■lll－■－－■l1－－■■－■■－

第16図　包含層出土の土器・土製品
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第17図　包含層出土の石器1

C±＞　S3

0　　　　　　　　　3cm」

黒色土器椀（54）は、内面が黒色を呈するA類の底部で、脚部は長く外開きとなる。内面にはへラ

ミガキが密に施されている。

土錘（55）は、円筒状で両端に孔を穿つタイプのもので、端面には孔と平行に溝が切られている。

石　器

石鉄（Sl）は良質のサヌカイト製石鉄で、全面調整で整っ

た形態に仕上げられている。縦断面での対称性も良い。小型

で基部の決りも深いことから、縄文時代に属しよう。

サヌカイト製の剥片（S2）は自然面打面を残した横長剥

片である。Slと同様に良質のサヌカイトである。

チャート製の小型剥片（S3）は、中世以降の遺跡で出土

する火打ち石片とは異なり、打面周辺の潰れは見られない。

砥石（S4）は凝灰岩質と思われる自然石を用いている。

砂粒を若干含み、砥石としては荒砥であろう。砥面は上面だ

けが多用され平坦化されているが、側面も片側のみわずかに

使用されているようである。

金属器

銅銭（Tl）は皇宋通賓（初鋳造年1039年）である。

銅製の鈴と推定されるもの（T2）は、錆と泥で形状を保っ

0　　　　　　5cm
．．－．．－－．．．．－．．．－

第18図　包含層出土の石器2

ている状況であり、孔は肉眼では確認できない。Ⅹ線透過フイ

ルムの観察では、突起部に泥が詰まった小孔が認められたため、鈴と判断した。

鉄釘（T3～T6）は小型で、頭部の残るT3－T5はいずれも巻き頭である。

田

‾計。
侶
⑳　　T4

第19図　包含層出土の金属器
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第4章　結 壬正
目ロ

中山手西遺跡の発掘調査は、500I溺弓の小規模な調査であり、今回の調査で得られた知見は限られた

ものである。しかし、市街地の中で遺跡の範囲や存在そのものがわかりにくくなっている状況にあって、

中山手西遺跡という新たな遺跡を兄いだす事ができたのは幸いである。

今回の調査では、奈良時代と平安時代未～鎌倉時代および近世末～近代の遺構が発見されたが、いず

れも遺跡の中心から離れ、周辺部にあたるため、遺跡の具体的な内容は明らかにしえなかった。

周辺の発掘調査事例も数少なく、断片的な資料が得られているにすぎないが、ここでは、周辺遺跡の

成果と合わせて、簡潔に発見された遺構を中心にまとめておきたい。

奈良時代

奈良時代の遺構は、自然流路と考えられる小さな溝状遺構が一条だけである。流路内から出土した土

器を見ると、やや大きな破片が目に付き、遠く離れた場所から流されてきたものでは無いと考えられた。

調査地の北側にある相楽園あたりに、この時代の遺跡の中心地を求めることができるであろう。須恵器

杯B蓋の特徴から、8世紀半ば頃の年代が想定される。

周辺における奈良時代の遺跡の調査例としては、約300m東南にある旧三宮駅構内遺跡（1）（2）を挙げる

ことができる。古代山陽道と推定されている元町通商店街通りの北約150mに位置しており、古代山陽

道を見下ろす段丘の先端に立地している。掘立柱建物1棟や内部に木組み構造物をもつ土坑が発見され

ている。同じく古代山陽道の推定ルートのすぐ北側にある日暮遺跡でも奈良時代中頃と考えられる掘立
ノ

柱廼物3棟が発見されている（3）。これらの遺跡の東西には、「菟原郡」内の東灘区深江北町遺跡、住吉

宮町遺跡、郡家遺跡、「八部郡」内の長田区御蔵遺跡、須磨区大田町遺跡のように「駅家」あるいは「郡

街」との関連が示されている遺跡が存在する。中山手西遺跡周辺は、ちょうど両者の中間にあたり、旧

三宮駅構内遺跡で須恵器の稜椀が出土しているとはいえ、官街的要素は希薄である。しかし、官道であ

る古代山陽道の整備に伴い、その沿道には有力な集落も形成されたのであろう。

平安時代未～鎌倉時代

平安時代末～鎌倉時代の遺構としては、微高地上から柱穴と溝、土坑が発見されており、柱穴の点在

する東微高地の背後に集落が展開していたと考えられる。明治14年に作成された都市地図を見ると、

現在の相楽園の西半と、南北方向の通りを挟んだ東側には大きな池があり、その間の田畑が弧を措いて

張り出していることがわかる（第20図A）。中世の集落はこの舌状の張り出した微高地上に広がって

いたと推定される。

西微高地は、旧河道あるいは谷状の地形が埋没して形成されたことが判明した。調査地の西側約50

mのところに鎮座する四宮神社は比較的安定した地盤の上にあると考えられ、その間が谷状に低い地形

となっていたと推察される。これが埋没する過程では、小規模な水田も開かれたことを土層観察から推

定した。

溝を中心とした出土遺物のほとんどは12世紀後半～13世紀代に収まり、集落は鎌倉時代半ば頃には

廃絶したと推定される。
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この時代の遺跡は、中山手西遺跡よりも西方、湊川～妙法寺川流域で数多く発見されており、平家一

門の伸長によって周辺が活性化したことがうかがえる。中山手西遺跡周辺では、二宮遺跡（4）で平安時代

～鎌倉時代の掘立柱建物2棟が発見されている以外、現状では、集落遺跡の調査例は少なく、分布は希

薄と言わざるを得ない。

近世以降

18世紀後半以降、周辺には田畑が広がり、明治14年の地図に見えるような状況を呈していたと考え

られる（第20図A）。発見された石垣を伴う溝や井戸、畠はその一端を垣間見せたものである。

その後、市街地化が進み、昭和12年には調査地の東側は小径で区切られ、すでに宅地となっている（第

20図B）。その北側にある「小寺邸（現相楽園）」は、元神戸市長小寺兼吉氏の先代小寺泰次郎氏が明

治18年頃築造に着手し、明治末期に完成した日本式庭園である。当時、一般からは「小寺邸」または

「蘇鉄園」と呼ばれていたが、昭和16年3月神戸市へ譲渡されている。戦前には、園内に豪壮な本邸と

付属建物があったが第二次大戦により焼失した。

調査区の東半部で確認された20～30cmの厚さをもつ焼土層は、まさに、この時の戦火を物語るもの

である。戦後間もなく、調査区の中央に聞知石を積んだ煉瓦敷きの水路が構築されるが、北側には相楽

園があり、水路はその塀に行き当たることになる。昭和23年に米軍が撮影した航空写真には、この水

路らしきものが写っているが、やはり、相楽国の手前で止まっているようである（第20図C）。この水

路がどのような目的をもったものか分からないが、昭和28年にはすでに埋められ、敷地の区画として

その痕跡を留めるだけになったようである（第20図D▼印の位置）。

中山手西遺跡のある神戸市中央区一帯は、震災後多くの発掘調査が実施され、新たな遺跡の発見や遺

A明治大正日本都市地図集成（1986年発行）より

B神戸市神戸区市街図（1937年発行）より

C米軍撮影空中写真（1948年撮影）より

D神戸市区別地図生田区（1953年発行）より

第20回　明治～戦後の中山手西遺跡周辺の変遷
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跡の内容が判明しつつある長田区や灘区などに比べ、調査数も少なく、遺跡の大半は未だ断片的な資料

が得られているに過ぎない。しかし、これはとりもなおさず、阪神・淡路大震災による被害が幾分か軽

微であったことの裏返しと言って良く、幸いというべきであろう。

震災後10年を経て、街は一見、何もなかったかのように往時の賑わいを取り戻している。しかし、

戦火が地中に埋もれたように、阪神・淡路大震災も地中にその爪痕を深く残しているのであろう。今も、

多くの市民の心の中に残されているように。
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図版1

遺跡周辺（上空から）



図版2

遺跡遠景（南から）



図版3

調査区全景（南から）

同（西から）



図版4

調査区全景（上空から）



図版5

北区　東微高地（南から）



図版6

南区　SEOlと畝状遺構（北から）



図版7

北区　西壁（東から）

北区　西壁（南東から）

南区　西壁（北東から）

北区　東微高側の北壁（南から）

南区　南壁（聞知石積み水路断面を北から）



図版8

SKOl断面（南から）

－、．1　　、

SKO3断面（北から）

、　　1　　．

SKO2断面（南から）

SDO3断面（南から）

北区　東微高地（南から）



図版9

伏せ鉢遺構（北から）

同（北横から）

同下部（北から）



図版10

SDO6（南西から）

同断面（西から）



図版11出土土器1
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図版12　出土土器2
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図版13　出土土器3
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図版14　出土土器4
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図版15　出土金属器・石器
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